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2008 年 11 月 12 日（水）例会プログラム            表紙 花の説明 

点鐘     

ロータリーソング・四つのテスト 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶 

ロータリー財団月間に因んで 

 ＲＩ第２８２０地区ＷＣＳ前委員長 坂寄 恵様 

 

例会報告   Vol.４６  No.１６（No.2177） １１月 5 日（水）曇り  (司会 松村仁寿委員） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶 秋田政夫会長  ◇会員卓話 

                               下村清智会員 

 

誕 生 祝 

 

≪会員≫樫村文雄会員 田上秀雄会員 草間春正会員 松村仁寿会員 長塚 暁会員 青木正弘会員 

      染谷正美会員 

≪配偶者≫隅屋会員 倉持会員 登坂会員 瀬戸会員 

 

諸 報 告 

社会奉仕委員会 （瀬戸隆海委員長） 

１１月３日文化祭時の国際交流友の会へのバザー品の提供ありがとうございました。 

 

幹 事 報 告  （染谷正美幹事） 

週報受理クラブ 牛久ＲＣ、 

例会変更クラブ なし 
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会 長 挨 拶  秋田政夫会長 

こんにちは。１１月に入り朝晩寒く感じられるようになりました。先々週はガ

バナーの公式訪問があり、先週は移動例会によるＳＭＣ工場見学と動きの

ある例会が続きました。ご協力、ありがとうございました。 

さて、１１月はロータリー財団月間です。先ずはロータリー財団の生い立ち

を理解したいと思います。 

日本でロータリークラブが最初に出来た１９２１年の４年前に、１９１６～１７

年国際ＲＣ連合会会長を務めたアメリカのクリーブラントＲＣの創立会員で

あるアーチ・クランフが「クラブが今後、多くの活動ができるよう緊急資金を

築く必要がある」との提案をし、彼の任期が終わる１９１７年の国際大会で当

時のホストクラブが彼へのプレゼント代として集めた小額寄付金の残金２６．５ドルが「最初のロータリー基金」

となり、後に１９２８年ミネアポリス大会でロータリー財団に改正されました。 

この提案者、アーチ・クランフは１８６９年、ペンシルベニア州カヌートビルの貧しい家庭に生まれ、１２歳で家

計を助けるために学校を辞め仕事に就き、１６歳の時に、材木会社の走り使いとなりました。その間、片道４マ

イル離れた夜間学校に電車賃節約のため歩いて通学をしたそうです。そしてこの材木会社の経営が危なく

なったときにマネージャーに昇格し、経営を好転させ、アメリカ中西部の材木業界で最も収益の高い会社に

発展させて、その後この会社を購入して、銀行や汽船会社など数々の代表に就任しました。 

そして、当時ロータリー財団はＲＩ元会長５人の構成委員によって親機関とは別枠で財団管理委員会として設

立され、運営されることになりましたが、その後なかなか思うように寄付金が集まらず、しかし、４年後には５万

ドルに達しました。また、１９２９年の大恐慌で株の暴落後、ロータリー以外のいろいろな慈善活動に対する基

金が枯渇するようになり、ポール・ハリスはロータリー財団からの拠出金を初めて要請をしました。それは国際

障害児協会への５００ドルの寄付でした。 

１９４５年、第２次世界大戦終結に伴い、ロータリー財団の綱領が３項目改正されました。 

（１）高等教育のためのロータリー財団奨学金制度の拡充をめざすこと。 

（２）各国の国民の間に国際理解と友好関係を進めることを目的とした、確実で効果的なプロジクトの育成を

めざすこと。 

（３）戦争や災害により、破壊や損害を受けたロータリアンと家族の為の緊急時の救済方法をめざすこと。 

それから、２年後の１９４７年にポール・ハリスが逝去しました。ポール・ハリスが明記した「豪華な追悼式や像

の建立は望まない」との遺志を尊重し、ＲＩは創立者への敬意を表して個人、クラブはポール・ハリスの名で一

人、１０ドルをロータリー財団に寄付するよう要請をしました。世界中から資金が寄せられ、その翌年に１８件

の財団奨学金を授与することができ、後に国際親善奨学金となり、また戦争救済活動に充当されています。 

１９５６年、ＲＩ理事会は毎年１１月中旬にクラブに対してロータリー財団週間を設けて強調をするように奨励し

ましたが、１９８２年管理委員会は強調月間に改めました。 

また、２年後の１９５７年には財団寄付金が減少し、管理委員会は新たに、１，０００ドルを寄付した者にはポー

ル・ハリスフェローとして創立者の肖像入りの盾とメダル、襟章が贈呈され、また管理委員会は新たに「準フェ

ロー」をつくり、１，０００ドル同時寄付が出来なくても毎年１００ドルずつ寄付することを公約した者を準フェロ

ーと呼ぶことにし、１，０００ドルを達した時点でポール・ハリスフェローとなることにしました。 

また、ロータリー１００周年には１００万人のポール・ハリスフェローが誕生したのです。 

そして現在、財団基金は国際親善奨学金、研究グループ交換（ＧＳＥ）、マッチンググラント、保健、飢餓追放

及び人間尊重（３－Ｈ）補助金、シェアシステム（ＤＤＦ），ポリオプラス等に活用されています。どうぞロータリ

ー財団についての寄付金を良くご理解を頂き、またご協力をお願いします。 
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会 員 卓 話   下村清智会員 

 

 

出 席 報 告 （山崎善市委員） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５１名 ３７名 １４名 ０名 ８名 ８８．２４％ 

 

ニコニコボックス（横山 修ＳＡＡ）                  入金計 ￥72,000   累計 ￥956,000  

誕生祝御礼≪会員≫樫村・田上・草間・松村・長塚・青木（正）・染谷（正） 各会員 

       ≪配偶者≫隅屋・倉持・登坂・瀬戸 各会員 

今日卓話です。宜しくお願い致します。  下村会員 

今月は、ロータリー財団月間です。宜しく寄付をお願い申し上げます。 古谷会員 

ＳＭＣの工場見学、足が疲れたと思いますが、ご苦労様でした！ご参加有難うございました。 熊谷会員 

気候変動の折、体に気をつけましょう。 横山会員 

例会欠席しました。 石塚（利）会員 

先週例会欠席しました。  大塚会員 

続いて欠席してしまいました。  古矢会員 

しばらく休みが続きましたが、私を忘れないで下さい。  山野井会員 

 

会 報 委 員 会   青 木 正 弘 委 員 長   須 藤 義 定 副 委 員 長 


